




















































































































































































移植は， 572人に行われ，死体腎移植は118例 (20.6%) しか行われていない。
親からの移植が59.4%，同胞からの移植が14%となっているように，健康な親
兄弟からの腎移植が多いのが日本の現況である。死体腎の提供を待っている人
が7，016人もいるのに，年間行われている死体腎移植は高々100例前後である。
死体腎移植を希望している人達の望みを叶えることは，今のままの移植件数で
は到底不可能である。
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12章生・死と臓器移植
アメリカで1986年に行われた腎移植は8，800人で，移植センターは200施設と
言われているので平均40例の腎移植が年間行われている。このうち死体腎移植
は75%であるので，日本と異なり死体腎の移植が多くなっている。ヨーロッパ
のベルギー，オーストリア，オランダ，西ドイツ，ルクセンブルグの 5ヶ国は，
ユーロトランスプラントという共通の組織を作り，腎の提供を行っている。1986
年の腎移植は2，603例でこのうち90%が死体腎の移植であった。これらアメリカ
においても，ヨーロッパにおいても腎の摘出は脳死の状態で行われており，日
本の死体腎移植が心臓死で行われているのとは大きく異なっている。心臓死で
腎が摘出され，移植された場合と，脳死で腎が摘出されて移植された場合の違
いは，移植直後から尿が出るかどうかにある。心臓死の場合には血圧の低下が
徐々に起こり，心臓停止後腎を摘出するまでに30分以上の時間を必要とする。
この聞に腎の尿細管細胞が障害され，この細胞が脱落して再生するまでに 2週
間程度の時聞が必要となる。腎移植後もこの間透析療法を続けなければならな
い。脳死で摘出された腎を移植した場合には，このような尿細管細胞の障害が
殆ど生じないので移植直後から尿が出ることが多い。移植直後から尿が出ると，
術後の薬剤の使用も安全であるし，合併症の発生も極めて少なくてすむことか
ら腎移植の生着率にも影響してくるのである。移植するからには，良い腎臓を
良い状態で死体腎移植を望んで、いる多くの人の希望を叶えてやれることを望む
ものである。
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